
 
 
 
 
 
 
 

第 1593 回例会 

平成 21 年 11 月 9 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング     「我らの生業」 

３．ゲスト紹介     衆議院議員 阪口 直人様 

４．ビジター紹介     中村 哲三様（海南ＲＣ） 

 

５．出席報告 

会員総数 67 名 出席者数 45 名 

  出席率 68.18％ 前回修正出席率 78.78％ 

 

６．会長スピーチ     会長 花畑 重靖君 

 みなさんこんにちは。衆議

院議員の阪口直人様、公私と

もご多忙の中、ゲスト卓話に

お越し下さいましてありがと

うございます。ビジターの海

南ロータリークラブの中村哲

三様、ようこそお越しくださ

いました。 

11月はロータリー財団月間

です。ロータリー財団は、ポール・ハリスがロータリ

ーを立ち上げてから 12 年目の 1917 年にロータリー

基金の名で始まりました。ロータリー財団は世界中の

ロータリアンの浄財で構成されているから、その運用

は慎重でなければならないし、明朗でなければならな

いとされています。最近の世界的経済不況の中、ロー

タリー財団も大きな被害を受けました。ロータリー財

団は、2013 年 7 月から「ロータリー未来の夢計画」

の名の下に大幅に変更されます。RI 会長のジョン・

ケニーのメッセージにロータリー財団の未来につい

て「ポリオ撲滅を目指す。20 年前、私たちロータリ

アンは、ポリオを撲滅することで全世界によりよい暮

らしを誓いました。それは常に野心的な目標でした。

でも、いつも現実的な目標でもありました。そして今、

私たちが以前にも増して目標に近づきつつあること

に対して、ロータリー財団に感謝します。もし、今私

たちが失敗すれば、私たちの前を歩いてきた人々、私

たちが約束した子どもたちなど、全ての人々にも落第

点を付けることになるからです。私たちは成功しなけ

ればなりません。私たちが失敗することはないでしょ

う。私たちには成功することが可能であり、成功しな

ければならないのです。“ロータリーの未来はあなた

の手の中に”同様、ロータリー財団の未来も皆さんの

手の中にあることを一人ひとりがご理解して下さっ

ていることを私は知っています」とあります。 
 

７．幹事報告         幹事 寺下 卓君 
○例会臨時変更のお知らせ 
高野山 RC 

11 月 20 日(金)→11 月 21 日(土) IM 第 4 組 
粉河ふるさとセンター 

11 月 27 日(金)→11 月 26 日(木)  
家族親睦例会（大阪方面） 

粉河 RC 
11 月 25 日(金)→11 月 21 日(土) IM 第 4 組 

粉河ふるさとセンター 
 和歌山城南 RC 
  11 月 26 日(木)→11 月 26 日(木) 18：30～ 

あおい茶寮（会員忘年例会） 
 
８．ゲスト卓話 

衆議院議員 阪口 直人 様 
皆さんが作った歴史 

8 月 30 日に行われた衆議

院選挙では 90,134 票をいた

だき、和歌山 2 区の代表とし

て第一歩を踏み出しました。

憲政史上初の選挙による政

権交代。それは、黒船の襲来

や敗戦など外圧でしか変わ

れなかった日本社会が国民

の一票によって変わった、歴史的瞬間だったと思いま

す。その意義と重責に身震いするような思いで国会活

動がスタートしました。 
私たち民主党は、政策決定を官僚主導から政治主導

へ変えること、そして、税金の無駄遣いを徹底的に削

減することが「国民の生活を守る」ために必要と考え

ています。税金の配分を「コンクリートから人」へと

大胆に転換することで、医療や介護、年金などの福祉、

また、子育て支援、教育、さらに就業支援などの人づ
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くりに有効利用します。 
私自身は「外務委員会」と「海賊・テロ特別委員会」

に所属することになりました。私は、国連や NGO に

所属し、カンボジアやアフガニスタンなど紛争地域を

対象とした平和構築活動に長年取り組んできました。

この分野については、現場を知る貴重な国会議員とし

て必ず貢献しなくてはなりません。民主党政権が進め

るアフガニスタンへの民生支援について現地で活動

する NGO の方々と連携し、支援の在り方についての

提言書を政府に提出するなど、積極的に行動していま

す。  
地方での「ねじれ」解消を 

民主党は国政では政権交代を実現しましたが、地方

議会では少数派です。この構造を変え、和歌山でも民

主党と価値観を共有できる議員、自治体リーダーを増

やさねばなりません。私たちは、公共事業中心だった

予算を「農業」「観光・環境」に厚く配分する政治に

変える必要があると考えています。生活に必要な道路

はコストの無駄を省いて確実に、一刻も早く整備すべ

きですが、公共事業に過度に依存した従来の経済構造

を見直し、和歌山の良さを活かした発展を目指す新し

い成長モデルを構築することが急務です。そのために

は、「選挙にはお金がかかる」政治風土を改め、改革

マインドを持った方々の政治参加を促進しなくては

なりません。 
私の選挙活動の特徴は、「一緒に日本を変える」志

を持った大勢のボランティアの方々に支えて頂いた

ことでした。私自身も、２年余りの間に 9000 キロを

超える距離を自転車で走り、路上で、畑の中で、また、

30000 軒近い皆さんのお宅で対話を続けてきました。

結果として、衆議院解散から選挙戦最終日に関して言

えば、かかった経費は 300 万円弱でした。お金をあ

まり使わずに勝つことは和歌山の政治風土、選挙文化

に対する私なりの挑戦でした。新たな選挙文化を根づ

かせることができれば、志を持つ“普通の”市民が政

治の舞台で活躍しやすくなります。逆転の発想で知恵

を絞り、有権者と対話し、弱い立場の方々のニーズを

知って政策に活かす、そんな政治の実現が可能になる

と考えています。 
私たちの挑戦に理解を頂き、また皆さんとともに進

化させ、国民生活を守るための「無血の平成維新」を

進めたいと決意を新たにしています。 
 
９．閉会点鐘 

 
次回例会 第 1593 回例会：21 年 11 月 16 日(月) 

        海南商工会議所 ４F 12：30～ 
ゲスト卓話  元 JAL 客室乗務員 得津 美恵子様 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
○一般ニコニコ 
横出  廣君  阪口直人様、本日卓話ありがとうご

ざいます。 
花畑 重靖君  衆議院議員の阪口直人様、公私とも

ご多忙のなか、ゲスト卓話にお越し 
下さいましてありがとうございます。 

柳生 享男君  寺下さん、先日はありがとうござい

ました。 
中村 雅行君  阪口先生、御忙しい中、御講演あり

がとうございます。 
寺下  卓君  えびす会、欠席してすみません。阪

口様、本日、卓話よろしくお願いし

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 
ユーモアあふれる募金活動 

 
ノルウェー人は物語、

特にコメディが好きで

す。笑い話やジョークを

集めた本を作って、ロー

タリーの 2 億ドルのチ

ャレンジの募金を集め

ようというガムレビェ

ン・フレドリクスタロー

タリークラブのアイデ

アは、たちまち現実のも

のとなりました。 
『Humorleksikonet Skrattkammeret（笑いの部

屋）』と題したこの本には、ノルウェーの 330 クラブ

から集められた 1,201 話が収められ、発行から数週間

で 1,500 部を売り上げました。定価 50 ドルのうち 12
ドルがチャレンジに寄付されます。 
プロジェクトは約 1 年かかり、出版には他クラブの

会員が力を貸しました。クラブの元会長でプロジェク

トを監督したヤン A. バトンさんによると、最初の目

標はノルウェーの全会員に本を買ってもらい、7 万

2,000 ドルを集めることでしたが、反応は期待以上。

複数冊買ってくれる人が多く、今はノルウェーの全ク

ラブで 10 万ドルの寄付を目標にしています。 
本を翻訳する計画は今のところありませんが、バト

ンさんは、他国のロータリアンもその国の言語で笑い

話を集めた本を作ってほしいと考えています。なお、

このアイデアについて商標は取っていないそうです。 

会報・ＩＴ委員会    委員長：岩井 克次  副委員長：上野山 雅也  委員：岸 友子、金川 龍一、大谷 徹、三木 正博


